
１　自治体名

三木市

１　行政課題の分野 ２　支援施策の分類

公共交通 生活・居住支援施策

４　事業者の協力を求める内容

解決に向けたアイデアの提供

３　行政課題に対する施策（事業）展開による対応状況と困っていること（課題）

４　企業・団体に「困りごと」解決に向けて連携や協力を求める内容

〇予算化が困難であることに加え、担当課との調整が必要になる。そのため、スモールスタートでの実証から始め、
ゴールは、地域課題解決型のビジネスモデル化とエコシステムの構築を図りたい。

５　困りごとの解決・解消に向けた対応期間

中長期的に対応していきたい

６　解決・解消に要する費用に対する考え方 ７　補足資料の有無

費用回収の仕組み、収益化で対応 なし

１　「困りごと」と事業者に期待する内容（要約）

郊外型の住宅団地における移動手段の確保は、免許返納後の高齢者だけでなく、免許の無い子どもから大人まで多
岐に渡ります。住み慣れたコミュニティの中でいつまでも住み続けられるまちづくりを目指し、団地再生に取り組む
中で、移動手段は不可欠である。コミュニティビジネスとしての仕組み構築を目指したい。

２　現状の行政課題

〇三木市内は大きく分けて3つの地域（旧市街地、住宅地、農村地域　があり、地域ごとに課題や深度が異なってい
る。
〇農村地域では、デマンド交通を取り入れながら「チョイソコみき」という新たな移動手段に着手しているが、住宅地
などは市や民間のバス等による移動手段が中心となっており、自家用車の免許返納や子どもたちの移動に対する多
様性が課題の一つとなっている。
〇現在、郊外型戸建て住宅団地の再生に着手する中でも、住み続けられる街づくりに必要な要素として移動手段が
挙げられているものの、農村地域や旧市街地と比べるとバスが充実しているとの市民間における感覚の違いもあ
り、新たな移動に係るサービスの構築が必要になってきている。

〇現在進めている郊外型戸建て住宅団地の再生事業において、団地再生の核となる三木市多世代交流施設
（HITOTOKIMIKI）を令和8年5月1日に開設。
「共におぎなう、つなぐ、はぐくむ」をコンセプトに、新しい時代に対応したコワーキングスペースや行政ステーション
（行政職員を配置しない未来の行政を実証により検討）、誰もが起業家になれるチャレンジショップなど、これまでの
閑静な郊外型戸建て住宅団地に少し足りなかった要素を加えた魅力づくりに、官民連携により取り組んでいます。
参考URL：https://www.city.miki.lg.jp/soshiki/6/86255.html

〇場所が駅から２ｋｍ程度離れていることもあり、新たなモビリティの活躍が必要不可欠となっている。

全世代

ひょうごSDGs公民連携ミーティング　困りごとシート
テーマ　「地域創生に向けた若者・Z世代の応援」

２　関係部署名

総合政策部　縁結び課

３　対象とする世代

困りごとO


